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出所：筆者撮影(2015年4月4H)出所
降には，漢民族の社会においても，親族間の付き
合いが禁止され，社会階層の構造と親族の構造と
の関連が希薄化されるようになった。また，人民
公社時代になると，劉墜の大家族はすべて解体さ
れ，核家族が基本的な家族構造となった。そし
て，親子関係も変わった。息子は結婚すると，親
から独立する傾向が増えた。この独立は伝統的な
｢分家」と異なり，親は結婚した息子に生活用品
を贈与するだけのようなものになった。
最莉莉の論述を踏まえ，当時，満族は一つの少
数民族として位置づけられていたが，社会的改革
の面において，漢族社会と同様な社会的改革政策
に染まってきた。親族組織や家族構造には，ほぼ
同じような社会的変化が起こった。
下房子村では,1950年代と1980年代の二つの時
期に分家を行った家が多く，直系家族，核家族の
比率は急速に増加した。現在では，核家族が主な
家族構成になった。図家では,TYF氏夫婦，次
男夫婦及び孫娘夫婦，曾外孫と合わせて四世代が
一緒に住んでいるが，経済的には独立し，食事を
三つの家庭ごとに行う。このように，直系家族と
認していないが，今後も引き続き見まもっていき
たい。
四．考察
前節では，下房子村における満族の親族組織に
関する歴史的背景，発展変化を概観した。また，
図家の事例により親族組織の実態と新しい動きな
どを示した。以上を踏まえ，満族の親族組織の現
状及び今後の可能性について考察を試みる。
昔，満族の中で，多くの家は同居同財の大家族
で，娘は結婚すると家族を離れるが,息子が残り，
妻を迎え入れて共同生活をしていた。しかし，土
地改革から改革開放に至るまでの40年間に，政治
的，経済的変化の影響を受け，親族組織に顕著な
変化が表われた。その中で，土地改革による土地
私有の廃止，農業集団化による伝統的家族観念の
弱化，及び改革開放による価値観の変化が確認さ
れる。
最莉莉がその著作『劉塁一中国東北地方の宗族
とその変容』の中で指摘したように，土地改革以
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核家族の間から生み出された新しいライフスタイ
ルが現われた。
1980年代以降，農村部の若者は進学や出稼ぎな
どの新たな選択肢が増えた。彼らは出稼ぎで長く
村を留守にしたり，村を離れて都市に移住したり
するようになった。しかし，親はこのような状況
を予測できず，家を建てた時に相変わらず子供の
部屋を造った。そのため，下房子村には年寄りと
小さい子供だけが生活していて，家にはがら空き
の部屋がよく見られる。親が息子の誰かと一緒に
住むという考え方はまだ変わらないうちに，農村
におけるライフスタイルが早く変わったからであ
る。
一方,1950年代以来，新しい社会環境において
親族間の付き合いがかなり減少し，家族は疎遠に
なった。満族では大規模な祭祀はほとんど行われ
ることがない。祖先祭祀は私的な儀礼になって，
個人または同じ祖父の子孫によって行われ，その
やり方が簡略化しつつあり，消失することさえ
あった。つまり，家族のつながりが薄くなって，
祖先祭祀の機能も内容も失われた部分があった。
しかし，満族は昔から祖先祭祀を重視してい
る。彼らは祖先板子，祖墳，族譜及び動物神を媒
介にして祖先に対する尊崇を伝え，祖先から家族
の繁栄と保護をもらうという願いを達成しようと
する。祖先祭祀は一族を結び付け，家族の結束を
強める役割を果たしている。
先の図家の場合は，祖墳を保護することをきっ
かけに，大規模な祖先祭祀が再開され，族譜の複
製，続写する動きが現れた。これを機にし，一族
は再び連絡が取れて，共通の祖先を偲ぶように
なった。特に，今まで顔を知らなかった親族は祭
祀の際に初めて会って，世代を尋ね互いの関係を
確かめてから，共通の祖先を思ったり，親族の話
をしたりするのは印象的だった。また，祭祀の対
象は三代以内の近い祖先に限らず，最も遠い祖先
のことをもっと大事にすることも図家の特徴であ
る。
一方，清明節は墓参りに限っているが，今回の
祭祀では，祖宗板子，索羅杵子及び族譜などの要
素も加えられた｡TYF氏の話によれば，「我々は
満族である，満族の風俗を続けるべきである。今
回は一族の祭祀だから,全てを祀った」と語った。
祖先に関わるそれぞれの祭祀は元々の意味や解釈
に関わらず，一族の祭祀として民族的特徴を表わ
すために執り行われたと言える。
昔の祭祀について,小熊(1996:124-133)は｢祖
先を祀る満族の最も重要な儀礼を大祭あるいは年
祭という。この儀礼を家祭という場合もある。こ
の儀礼は通常三日間行われ，祭祖・背灯祭'5．祭
天の内容が包容された祭祀である」と指摘してい
る｡当時の祭祀はシャーマンによって執り行われ，
三日間に豚を殺し，祖先の位牌，女性神(背灯祭)，
天神（索羅杼子）及び仏托蛎鳩などを祀るもので
あった。
図家の祭祀には，祖先板子と索羅杼子の二つの
儀礼が行われ，豚を殺したり，背灯祭，仏托婚蛎
を祀ったりすることが見られなかった。そして，
清明節の日に，索羅杵子という祭天儀礼を復活し
た。しかし，昔，索羅杵子を通じて供え物を天に
届け，天神と人間がつながり，人間の祝福と祈願
を伝えた。現在，彼らは索羅杼子を再開しても，
天を祭る機能を求めることではなく，それが民族
伝統の一つの象徴と見なされ，自らが満族の一員
であることを示そうとするからである。つまり，
現在，祖先祭祀は自らの属する民族の誇りをア
ピールする新しい機能を果たすようになった。
おわりに
1950年代の土地改革の施行に従い，村人の家族
に対する依存的な関係は，国や集団に対する依頼
的な関係に代わった。家族組織は政治的な要因で
大きく変り，しだいに弱体化した。その後，改革
開放により，農地が各世帯に分配されることに
よって大きな親族組織を維持する経済的な基盤が
崩壊し，村人の価値観が次第に変わった。これに
対して，近年，祖先祭祀を中心とする伝統的な儀
礼が復活する傾向が現われた。墓参りなどの祭祀
活動は盛んに行われ，大規模な祖先祭祀を再開す
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る家も見られるようになった。実際，現在の祭祀
活動は主に中心人物の存在，各家の経済力などの
面によってより多く左右されている。
今回の調査において，祖先祭祀は満族の特徴と
して,重要な文化資源と見なされるようになった。
満族はその価値を意識しながら，祖先祭祀を復活
させ，祖先祭祀は再び彼らの生活の中に溶け込む
ようになった。彼らは，祖先祭祀を通じて家族の
歴史を認識し，満族社会の結束力も高められるよ
うにった･
今後，親族組織の改善及び民族文化の強調とい
う二つの側面から，祖先祭祀は現代の満族社会に
おいて，どのような立場に置かれるのか，また，
どのような役を演じるのかを注目していきたい。
満22歳，女性が満20歳で結婚することができる。
夫婦が一人だけ出産し，晩婚を提唱遅〈生むこ
と，優生を奨励する。
'’二胎：第二子。
12祖宗板子とは祖先や神を象徴する板のことで，部
屋の西の壁に祀る。
13輩分とは世代のことである。
14索羅杵子とは，祭天儀礼の神杼である。満族は，
庭に神粁を立て，犠牲の豚の内臓を煮て，天神を
祀る。
15背灯祭とは，夜に灯を消して静かに女性祖先の霊
を呼び返す儀礼である。
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【注】
1 工分とは労働点数である。工分の決定方法は，一
人に付き労働力の強弱，技術の高低をもとに基礎
点を決め，基礎点と一定時間内で実際に労働した
質と量を根拠として評議する。工分は生産隊から
支給された食糧に相当する分を差し引いて計算す
る。実際に手に入る工分は差し引かれた残りの一
部分だけである。
家庭聯産承包制とは農家で請負する生産責任制
度俗称「大包干」と言う。
単干とは集団ではなく，個人が単独で生産を行う
意味である。
生産隊とは，人民公社時代の農村の末端単位であ
る。
自然屯とは，自然形態的な住民の集落。
居民組とは，住民グループ。
婦人主任：村の戸籍，計画生育及び婦人に関する
仕事を担当する。
文書：書類の管理及び財政を振り替えることを担
当する。
会計・出納：財政の記録・計算・管理の担当者。
計画生育政策：「一人っ子政策」とも言う。人口
の抑制を目的に1970年代初頭から始まり,1978年
に国策として位置づけられる。中国では，男性が
2
3
4
???
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